
別 表

平 成 ２ １ 年 度 研 究 課 程 部 授 業 概 要

(注)担当教官については変更される場合もある

専門 専門
授 業 科 目 担 当 教 官 授 業 科 目 の 内 容

領域 分野

政 策 医 療看 護 学 久部 洋子 国が担う政策医療に求められる政策医療看護の概況

特論 田村 やよひ および看護政策について理解を深めると共に、政策的

松山 友子 な働きかけ（制度等の改善を含む）に必要な知識につ

いて検討する。さらに看護の質の向上を目指した政策

医療看護の役割と今後の研究課題について論じる。

１．現在のわが国の保健医療福祉政策を概観し、その

動向を理解するとともに、看護の質の向上や専門職

共 としての看護の地位向上に向けた最近の制度改正、

特に保健師助産師看護師法改正のプロセスとそこに

働くパワー等について理解を深め、ひとりの看護師

として政策決定に関与することについて学ぶ。

２．政策医療の史的展開、すなわち国立病院・療養所

（現独立行政法人国立病院機構）および国立高度専

門医療センターにおける保健・医療・看護（看護制

通 度を含む）・福祉の変遷を踏まえて、政策医療看護に

おいて果たすべき役割と課題について学ぶ。

看護理論 亀岡 智美 看護現象の解析や政策医療看護を含む看護実践の基

盤とし看護理論を活用する意義を理解するとともに、

看護理論の開発と検証の過程に関する知識を修得する。

また、既存の看護理論を比較検討するとともに、そ

れらの看護理論を政策医療看護の実践・教育・研究に

看い高の質きづ基に論理護看、し察考を程過るす用活科

護を実現する方法について学習する。

１．看護理論を理解し活用するために必要な基本的知

識（講義）

看護理論の定義、構成要素、機能、開発過程、種

類等について検討するとともに、いくつかの記述理

論、説明理論を概説する。

目 ２．看護理論の構築と検証（講義）

看護理論の構築と検証の過程・方法について教授

する。

３．看護実践・教育・研究における看護理論の活用（文

献講読と演習）

専攻分野の看護実践・教育・研究における看護理

論の活用を示す国内外の文献を講読し、活用されて

いる看護理論の特徴と活用方法の適切性を検討する。

また、専攻分野の看護実践・教育・研究におけるそ

の看護理論の活用可能性を考察する。



専門 専門
授 業 科 目 担 当 教 官 授 業 科 目 の 内 容

領域 分野

政策医療看護 飯野 京子 専門職として自律的に行動するための看護倫理につ

倫理 田村 やよひ いて理解し、医療の場で生じる倫理的課題及び看護職

佐々木 和子 に生じる倫理的葛藤、職種間で生じる倫理問題につい

て、臓器移植、遺伝子治療、難治性がん治療、緩和ケ

アおよび高度生殖補助技術の提供等の具体的事例に基

づいて論ずる。

さらに、ＱＯＬ、文化や生活様式、価値観などの相

違も踏まえた視点からの倫理問題の解決と調整の手法

を検討する。

共 １．政策医療看護の活動や研究に関わる倫理的課題に

ついて検討する。

２．看護実践の場（難治性がん治療、緩和ケアおよび

高度生殖補助技術等の提供等）で生じる倫理問題を

事例で検討する。

３．保健師助産師看護師法に基づく看護倫理の考え方

について教授し、看護職員の倫理的問題の予防策に

通 ついて検討する。

ヘルスアセスメ 飯野 京子 先駆的臨床看護実践に活用するためのヘルスアセス

ント 佐藤 鈴子 メントの知識と技術を理解し、健康障害を有する対象

に応用可能なアセスメント法及び科学的かつ客観的な

評価技術に関する理解を深める。

特に、がん患者等の難治な疾患を有する対象、成長

発達段階の特徴を踏まえた健康状態を把握するための

科 フィジカルアセスメントの理論と技術について理解す

る。また、多様な症状に関するアセスメント及びケア

についての理解を深める。

１．先駆的臨床看護実践とヘルスアセスメント

２．ヘルスアセスメントのためのコミュニケーション

スキル（症状アセスメントのためのコミニケーショ

ン、インフォームドコンセントとコミュニケーショ

目 ン等事 例を通して演習）

３．フィジカルアセスメント基本技術：視診、触診、

打診、聴診の理論と演習

４．看護実践の基盤となるフィジカルアセスメント

呼吸器、乳房、腹部、心血管、目、耳、神経、筋骨

格

５．症状を有する患者の病態の理解とアセスメント

呼吸困難、倦怠感、がん性疼痛

６．症状を有する患者の病態の理解とアセスメント

心不全、不穏・苦痛と鎮静等精神症状

７．高齢者のヘルスアセスメント
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専門 専門
授 業 科 目 担 当 教 官 授 業 科 目 の 内 容

領域 分野

コンサルテーシ 鉅鹿 健吉 １．コンサルテーションとは何か

ョン 各種のコンサルテーションモデルの比較

２．援助関係のダイナミクス

クライアントのニーズと援助の技法の多様性

３．コンサルテーションの技法

・積極的質問 ・明確化と確認

・フィードバック ・提案

共 ・コーディネイト ・エンパワーメント

４．コンサルテーションのプロセス

・目標と計画 ・情報提供 ・ファシリテート

・効果判定

５．コンサルテーションのロールプレイ

保健経済論 森山 幹夫 １．日本では医療に年間４０兆円近くを費している。

これは、国民総生産５２０兆円の８％近くにまでなる

ものである。また、医療で働く者は２５０万人で日本

通 の勤労者６０００万人の４％にまで達している。うち

１４０万人は看護職員であり、看護の質が医療の質を

決めるといっても過言ではない。

２．このように日本の経済に大きな割合を占める医療

について、経済的な面からも考察し、医療や保健の国

民生活上の位置付けや将来の展望を考えるものである。

３．具体的には、保健や医療制度に関わる施設や専門

職、財源などの社会経済資源を、福祉や環境、教育、

科 住宅など関連分野を含めた広い視野から効率的に活用

するための方策及び医療の評価方法について研究する。

４．また、看護活動については、保健医療福祉の最大

の職能集団として、その在り方を社会保障政策、医療

政策、財政の観点から考察する。

５．具体的な日常の看護活動の中から政策立案能力、

実現能力を養うための基礎的発想法を習得していただ

目 きたい。

看護研究法 樋口まち子 看護における研究の意義と特徴を理解し、看護活動

竹内 文生 における問題意識から研究目的に発展させる過程及び

小澤 三枝子 目的達成のための手段である方法論を検討する。具体

松岡 里枝子 的には、研究における理論・概念枠組みの重要性と研

究プロセス、研究デザイン、研究倫理、さらに、英文

論文表現法及び効果的プレゼンテーションを学習する。

(1)看護研究の役割・意義

(2)研究における理論、問題、目的、概念枠組み

(3)文献検索と文献検討、研究のクリティーク

(4)看護研究における倫理的配慮

(5)看護研究の基本となる研究の枠組みの提示及び
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専門 専門
授 業 科 目 担 当 教 官 授 業 科 目 の 内 容

領域 分野

量的な研究方法

(6)看護研究における帰納的方法による研究の動向、

意義及び研究方法論

(7)看護研究論文作成に必要な英語表現法及び英文

論文の作成法

国際看護・看護 樋口 まち子 国内外に存在する、一国では解決できない保健医療

教育学特論Ⅰ 田村 やよひ 及び看護の問題を国際間で解決するための看護理論と

亀岡 智美 方法論を考察する。

政 さらに、看護教育・人材育成の基盤となる理論の理

国 解、看護教育制度及び看護政策・制度など看護人材育

成に関する基礎的理解を深めるとともに、基礎教育・

策 卒後教育・継続教育のあり方について考察を進める。

際 また、発展途上国など異文化の中で看護教育・人材

育成を行うための課題、実践方法について教授する。

的 これらを踏まえ、政策医療看護教育のあり方、国内外

看 における看護職の育成の方法について考察する。

１．国際看護の概念、対象および方法について検討す

機 るとともに、ＷＨＯやＩＣＮ等の国際機関の役割・

護 課題、わが国の役割・課題等について検討する。

２．国際保健協力の意義と役割及び国際保健協力にお

能 ・ ける発展途上国のニーズと協力のあり方、方法につ

いて医療人類学的視点を含めて検討する。

看 ３．看護教育学の理解を深めるため、看護教育制度及

看 び看護教育に関する政策の変遷と課題等について検

討する。

護 国際看護・看護 樋口 まち子 国際看護・看護教育学特論Ⅰの理解を前提として、

護 教育学特論Ⅱ 亀岡 智美 政策医療看護に求められる看護職者の能力とその発達、

清水 真由美 教育、評価について、個別の実践課題にまで掘り下げ

教 て探究する。また、看護学的視点から発展途上国等異

学 文化における保健医療協力を推進するための方略、特

に、看護実践、看護人材育成支援の方法を検討する。

育 １．グローバルヘルスや看護上の問題点を学び、異文

領 化看護論及び医療人類学的視点から保健医療協力を

推進するための方策について探究する。さらに、国

学 際社会へ寄与できる研究成果を提供できるように学

域 習する。

２．看護職者の能力の発達とその教育的支援に関する

理論について学習する。また、看護基礎教育・看護

卒後教育・看護継続教育におけるカリキュラム編成

・実施・評価の方法について学習する。
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専門 専門
授 業 科 目 担 当 教 官 授 業 科 目 の 内 容

領域 分野

国際看護・看護 樋口 まち子 国際看護・看護教育学特論Ⅰの理解を前提として、

教育学演習Ⅰ 亀岡 智美 看護職者の発達と教育、国際社会における健康格差や

清水 真由美 看護ニーズ、国際看護実践に関する国内外の論文を講

読批評する。また、国際看護・看護教育学に関する重

政 国 要な研究課題、及び、研究を発展させるための方法と

課題を探究する。

１．各国の健康問題をプライマリ・ヘルスケア理論や

策 際 人類学的視点で分析した研究論文を考察する。

２．看護教育制度及び看護職養成教育に関連する政策、

看護職養成教育機関のあり方等に関する研究論文を

的 看 考察する。

３．看護職者の発達とその教育的支援に関する研究論

文を考察する。

機 護 ４．発展途上国における保健医療システム、異文化に

おける生活習慣・健康価値観等に関する研究資料の

・ 収集方法を学び、資料の読解を行う。

能 国際看護・看護 樋口 まち子 国際看護・看護教育学特論Ⅱの理解を前提として、

看 教育学演習Ⅱ 亀岡 智美 看護教育のカリキュラム編成・実施・評価、発展途上

清水 真由美 国における保健指標向上及び看護教育・人材育成の計

看 画・実施に関する手法の修得に向け、国内外の研究論

護 文を分析するとともに、研究成果の適用について演習

する。

護 １．研究論文の検討能力を高めるため、国際看護・看

教 護教育学に関する論文のクリティークを行う。

２．発展途上国におけるＱＯＬ向上のための現状分析

学 ・計画・実践・評価に関する研究論文の考察とその

育 成果の実践への適応について検討する。

４．看護基礎教育・看護卒後教育・看護継続教育のカ

領 リキュラム編成・実施・評価に関する理論・研究論

学 文を考察するとともに、その教育実践への適用につ

いて分析・検討する。

域 国際看護・看護 樋口 まち子 国際看護学もしくは看護教育学の課題に関する研究

教育学特別研究 亀岡 智美 について、研究計画の立案、データ収集、分析を実施

清水 真由美 し、政策医療看護の発展に貢献する論文を作成すると

ともに、研究成果を効果的にプレゼンテーションする

方法を学ぶ。
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専門 専門
授 業 科 目 担 当 教 官 授 業 科 目 の 内 容

領域 分野

看護情報･管理学 小澤 三枝子 組織管理の基本概念を学習すると共に、看護業務の

特論Ⅰ 竹内 文生 把握、管理のあり方、情報管理、人材の育成と活用、

ケアニーズ、安全と効率などについて検討・考察する。

１．組織運営に関する諸理論を学び、組織として活動

するために必要な知識を習得する。

２．看護の質の評価や質確保のための手法について、

政 文献をもとに検討・考察する。

看 ３．情報システムの基本概念を学び、政策医療ネット

ワーク全体としての情報システムの構築や活用につ

策 いて検討・考察する。

看護情報･管理学 西岡 みどり 感染管理に関する事項について、講義、文献検討、

護 特論Ⅱ 森 那美子 ディスカッション等を通して探究する。

的 １．感染管理の基礎となる免疫、微生物、感染症に関

する知識を習得する。

２．地域および病院における感染症の発症要因および

機 情 流行や看護に関する知識を習得する。

３．母性・小児・成人・老人の感染症患者の治療およ

び看護方法に関する知識を習得する。

能 ４．感染管理における看護の役割、医療の質の評価と

報 効率性（経済評価）、看護ケアの質の評価と効率性、

効果的看護ケアと感染防止の関係、政策医療におけ

看 ･ る感染管理などに関する知識を習得する。

５．医療関連感染サーベイランスの実践に必要な知識

管 を習得する。

護 ６．感染管理における看護師の役割について検討・考

察する。

看護情報･管理学 小澤 三枝子 看護情報・管理学特論Ⅰの理解を前提として政策医

学 理 演習Ⅰ 竹内 文生 療における効果的・効率的なケア供給システムのあり

柏木 公一 方について、文献資料の解読によって探究する。

１．病院管理に必要な人材管理、業務管理、情報管理、

領 安全管理などについて文献をもとに分析・検討し、

学 政策医療における効果的・効率的なケア・デリバリ

ーのあり方などについて探究する。

域 ２．政策医療ネットワークにおける事例を対象に、情

報システムの構築方法及び活用方法について探究す

る。

看護情報・管理 西岡 みどり 本演習は、看護情報・管理学特論Ⅱの理解を前提と

学演習Ⅱ 森 那美子 して行われる。

医療関連感染サーベイランスやエビデンスに基づい

た感染対策等について探究する。

１．感染管理に関する疫学的手法や実験的手法などを

習得し、エビデンス基づいた感染対策を探究する。
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専門 専門
授 業 科 目 担 当 教 官 授 業 科 目 の 内 容

領域 分野

(1)医療関連感染サーベイランス・アウトブレイク調

査手法

(2)洗浄・消毒・滅菌・無菌操作の基礎および無菌法

看 の臨床における応用

２．医療関連感染サーベイランスに関する諸問題を検

政 護 討し、適切で効率的な手法を探究する。

３．市中および医療関連感染管理に関する看護活動に

情 ついて探究する。

策 (1)病院管理：組織構築と運営

報 (2)感染管理教育

・ (3)職業感染管理：医療従事者の感染管理

的 管 (4)ファシリティマネージメント

(5)コンサルテーション

理 看護情報･管理学 小澤 三枝子 看護情報・管理に関する課題を研究テーマとして、

機 特別研究 竹内 文生 研究論文を作成する。

学 西岡 みどり 具体的には、人材の育成と活用、業務管理、情報シ

柏木 公一 ステムと管理、安全管理（感染防止、事故防止等）を

能 森 那美子 中心に、看護の質保証プログラムの開発や、効果的・

効率的ケアのあり方などのテーマについて研究を行い、

論文を作成する。さらに研究成果の効果的なプレゼン

看 テーション方法を学ぶ。

成人看護学 石井 智香子 循環器病およびがんをはじめとした疾患をもつ成人

特論Ⅰ 飯野 京子 期の患者を対象に、セルフケア能力を高め、かつ QOL

護 綿貫 成明 向上を図る効果的な看護に関する研究課題について検

成 討する。

成人期にある患者の行動・反応を理解するための概

学 念・理論を基盤に、

人 １．慢性的に経過する循環器病とそのリスクファクタ

ー管理を必要とする患者に焦点をあて、看護アセス

領 メントおよび看護介入法の基礎的な課題を検討する。

看 ２．急性の健康障害をもつ、主として手術を受ける患

者の回復と適応過程のアセスメント、および看護介

域 入法の基礎的な課題を検討する。

護 ３．がん患者の看護アセスメント、および看護介入法

の基礎的な課題を検討する。

成人看護学 石井 智香子 成人看護学特論Ⅰの履修を前提に、循環器病および

学 特論Ⅱ 飯野 京子 がんをはじめとした疾患をもつ成人期の患者のセルフ

綿貫 成明 ケア能力を維持・向上し、QOL 向上を図る看護ニーズ

遠藤 晶子 および効果的な看護実践に関する研究課題を追究する。

小山 友里江 １．成人患者、特に循環器病患者のリハビリテーショ

ン看護の効果的な介入方法とその評価法について探

究する。
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専門 専門
授 業 科 目 担 当 教 官 授 業 科 目 の 内 容

領域 分野

２．急性の健康障害をもつ、主として手術を受ける患

者の回復と適応を支援する看護の効果的な介入方法

について探究する。

３．がん治療を受ける患者、緩和ケアを受ける患者に

対する効果的な介入方法について探究する。

成人看護学 石井 智香子 成人看護学特論Ⅰの履修を前提に、循環器病およびt

政 演習Ⅰ 飯野 京子 がんをはじめとした疾患をもつ成人期にある患者のセ

成 綿貫 成明 ルフケア能力ならびにＱＯＬ向上に関する先行研究の

遠藤 晶子 文献考察を行い、研究課題を追究する。

策 小山 友里江 １．成人患者、特に循環器病とそのリスクファクター

管理が必要な患者の看護ケアに関する先行研究論文

を検索し、考察を行う。

的 人 ２．急性の健康障害をもつ、主として手術を受ける患

者の回復と適応の過程に必要な看護ケアに関する先

行研究論文を検索し、考察を行う。

機 ３．がん看護に関する先行研究論文を検索し、考察を

行う。

看 成人看護学 石井 智香子 成人看護学特論Ⅱの履修を前提に、循環器病および

能 演習Ⅱ 飯野 京子 がんをはじめとした疾患をもつ成人期にある患者のセ

綿貫 成明 ルフケア能力ならびにＱＯＬ向上を目指す看護ニーズ

遠藤 晶子 アセスメント、および効果的看護ケアを追究する演習

看 小山 友里江 を政策医療の場で行う。

護 １．政策医療の場において、循環器病をはじめとする

疾患をもつ成人期にある患者の健康問題の特徴、医

護 療・福祉体制、治療環境を理解し、リハビリテーシ

ョン看護に関する研究課題および看護法の開発を探

究する演習を行う。

学 学 ２．政策医療の場において、がん治療を受ける患者、

緩和ケアを受ける患者の看護に関する研究課題及び

看護法の開発を探究する演習を行う。

領 成人看護学 石井 智香子 政策医療における循環器病患者、がん患者をはじめ

特別研究 飯野 京子 とした成人期にある患者の看護ケアに関する課題を研

綿貫 成明 究テーマとして設定し、先行研究の検索と考察によっ

域 て研究計画を作成、研究計画に基づきデータを収集、

解析、さらに先行研究の考察を加えて論文を作成、さ

らに研究成果の効果的なプレゼンテーション法を学ぶ。

精 精神看護学 鉅鹿 健吉 精神保健の基礎知識について理解を深める。精神の

神 特論Ⅰ 健康増進・疾病予防に役立つカウンセリングの技術に

看 ついて習得する。

護 １．メンタルヘルスの基礎

学 ・不安と劣等感 ・怒りと攻撃性 ・感情の発達

・ストレス耐性 ・価値観の柔軟性 ・トラウマ
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専門 専門
授 業 科 目 担 当 教 官 授 業 科 目 の 内 容

領域 分野

２．カウンセリングを中心とした疾病予防と健康増進

・教育的カウンセリング ・ブリーフセラピー

・アートセラピー ・その他の援助方法

３．事例研究

・感情障害 ・思考障害 ・人格障害 ・生活障害

精神看護学 天谷 真奈美 精神看護領域において理論的根拠に基づいた適切な

特論Ⅱ 看護実践を行うために、精神領域の保健医療福祉と政

政 策医療に関する法制度の概況、対象の精神的健康問題

や生活の特徴を査定し評価する方法について、知識や

精 理論を学ぶ。加えて、本看護領域における理論や国内

策 外の研究成果を活用する方法を考察する。

１．精神保健医療福祉に関連する法制度、政策医療に

おける精神保健及び精神障害者の看護の成り立ちや

的 現況を理解する。

神 ２．国内外の精神領域のヘルスケアシステムの現状と

課題について探究し、今後の精神領域のヘルスケア

機 システムのあり方を考察する。

３．精神看護の対象者を的確に把握する理論、ならび

に対象の精神的健康問題と生活の特徴をアセスメン

能 看 トし評価する理論や知識を習得する。

４．これらの理論や研究成果を精神看護実践の発展に

活用する方法を考察する。

看 精神看護学 天谷 真奈美 精神疾患の診断および精神領域の治療に関する最新

演習Ⅰ 鉅鹿 健吉 の知識を修得する。また精神看護の実践の基盤となる

護 田中 留伊 看護理論モデル、治療的スキル等の適用方法について

護 文献検討と演習を行い、自己の看護実践を評価し発展

させる能力を養う。

１．主な精神疾患の診断と治療に関する最新知識、そ

学 の効果と評価に関する文献資料を読解し、精神領域

学 の健康上の問題を抱える人々の回復促進・生活支援

のための方略と課題を多角的に考察する。

領 ２．心理学的治療法に関する文献検討・スキルアップ

演習を行い、効果的な看護実践に向けた臨床応用を

検討する。

域 ・カウンセリングの実際、

・ソーシャルスキルとアサーショントレーニング

・構成的グループエンカウンターの実際

・サイコセラピーの事例研究

３．精神看護の実践の基盤となる看護理論を理解し、

専門性の高い看護実践に役立つ実践モデルを探究す

る。
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専門 専門
授 業 科 目 担 当 教 官 授 業 科 目 の 内 容

領域 分野

４．行動と心理現象の測定評価の知識と基本的な手技

を修得し、看護実践を評価し発展させる方法論を探

究する。

精神看護学 天谷 真奈美 精神看護領域における諸課題（精神的健康の維持・

精 演習Ⅱ 田中 留伊 増進ならびに回復にむけた対象理解と看護、支援ネッ

トワークの構築、家族支援等）と看護の果たす役割を

探究する演習を文献講読、フィールドワーク、事例検

政 神 討等を通じて行う。それらにより、自らの研究課題を

焦点化し、研究を進める手法を理解する。

１．精神看護領域の研究動向と研究課題を概観し、事

策 看 象と研究すべき課題について考察する。

２．関心の高い研究課題について先行研究を批判的に

考察し、研究の理論的枠組み、研究手法、論文作成

的 護 過程、倫理的配慮について知識を深める。

３．自らの研究課題についてフィールドワークや事例

検討等を行い、実践的観点からの有用性を考察し、

機 学 課題追究の過程を理解する。

精神看護学 天谷 真奈美 政策医療における精神保健及び精神障害者の看護に

特別研究 鉅鹿 健吉 関する課題を研究テーマとして設定し、充分な文献検

能 討をベースに研究計画書を作成する。研究計画書に基

づいてデータを収集・分析、考察し、論文を作成する。

さらに研究成果の効果的なプレゼンテーション方法を

看 学ぶ。

成育看護学 佐々木 和子 小児保健及び母子保健をめぐるを踏まえ、母性・父

特論Ⅰ 伊藤 龍子 性・子どもの健全な育成とそれを支える家族、社会構

護 来生 奈巳子 造・環境と看護の関連について探究し、成育看護学の

成 役割と課題について検討する。

１．小児保健及び母子保健の発展過程について論じる。

学 ２．子どもと母性の健全育成の促進要因や阻害要因、

育 それを支える家族や社会構造についてその関連を考

察する。

領 ３．父性の健全な育成とそれを支える家族や社会構造

看 についてその関連を考察する。

成育看護学 佐々木 和子 少子化が促進するなかで、小児医療、母性医療から成

域 特論Ⅱ 伊藤 龍子 育医療へ展開した過程を論ずるとともに、政策医療に

護 来生 奈巳子 おける成育看護学の役割と課題について検討する。

遠藤 数江 １）成育医療において、医療を必要とする子どもとそ

の家族が直面している課題について考察し、それを解

学 決するための成育医療のあり方及び成育看護の専門性

について検討する。

２）成育医療において、周産期周辺のハイリスク状態

にある父性を含む患者の看護方法およびＱＯＬ向上を
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専門 専門
授 業 科 目 担 当 教 官 授 業 科 目 の 内 容

領域 分野

目指した、成育看護の役割と課題について検討する。

成育看護学 佐々木 和子 成育看護学特論Ⅰの理解を前提として、国内外の成育

演習Ⅰ 伊藤 龍子 看護領域の文献をレビューし、課題にそって文献講読

来生 奈巳子 を行う。

遠藤 数江 １．小児保健及び小児医療をめぐる課題について明ら

成 かにし、その課題を解決するための成育看護の専門

政 性について文献講読により理解を深める。

２．周産期周辺を中心に、対象の母性・父性の育成や

育 その看護支援について文献講読により理解を深める。

策 成育看護学 佐々木 和子 成育看護学特論Ⅱの理解を前提として、成育医療の

演習Ⅱ 伊藤 龍子 場で医療を必要とする子どもとその家族を対象に、Ｑ

看 来生 奈巳子 ＯＬ向上を目指すニーズアセスメントおよび効果的看

的 遠藤 数江 護方法の開発を目的とした看護実践を行う。

１．成育医療の場で、医療を必要とする子どもとその

護 家族を対象に看護支援を行い、今後の課題について

機 実践的に検討する。

２．成育医療の場で、周産期周辺のハイリスク状態に

学 ある父性を含んだ対象に対して看護支援を行い、今

能 後の課題について実践的に検討する。

成育看護学 佐々木 和子 医療を必要とする子どもとその家族が抱える課題や

特別研究 伊藤 龍子 生殖看護など、政策医療における成育看護分野の課題

看 来生 奈巳子 をテーマとして、研究計画、データー収集、分析方法、

駒松 仁子 研究論文の作成、および研究の成果を効果的にプレゼ

ンテーションする方法を学ぶ。

護 長寿看護学 佐藤 鈴子 豊かで活力に満ちた高齢社会を目指して、高齢者の

特論Ⅰ 濱本 洋子 自立促進および自立支援に関する長寿看護学の役割と

長 竹村 玲子 課題について、高齢者を支える社会構造・環境、生活

学 林 稚佳子 習慣、老年期の疾病等から多面的に論じる。

俵 麻紀 １．健康長寿延伸を促進する高齢者のライフスタイル、

寿 栄養、運動、薬物代謝等について論じ、長寿看護学

領 の課題を学ぶ。

２．要介護状態の予防および要介護高齢者のＱＯＬ維

看 持・向上に向けた長寿看護学の役割と課題を学ぶ。

域 長寿看護学 佐藤 鈴子 長寿看護学特論Ⅰ、演習Ⅰの履修を前提に、健康長

特論Ⅱ 林 稚佳子 寿の延伸及び高齢者のＱＯＬ向上をめざす看護実践に

護 俵 麻紀 役立つ研究課題を探究する。

宮本 美佐 １．要介護状態を予防する視点から高齢者の睡眠、疲

労等について論じ、長寿看護学の研究課題を探究す

学 る。

２．認知症高齢者の理解と看護援助方法、高齢者の終

末期ケアに関する現況を論じ、長寿看護学の研究課

題を探究する。
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専門 専門
授 業 科 目 担 当 教 官 授 業 科 目 の 内 容
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３．地域ケアシステム、在宅看護・介護に関する家族

および専門職の役割について論じ、長寿看護学の研

政 究課題を探究する。

長寿看護学 佐藤 鈴子 長寿看護学特論Ⅰの履修を前提として、高齢者の健

策 演習Ⅰ 濱本 洋子 康寿命の延長および QOL の向上に関する文献を検討

長 林 稚佳子 し、長寿看護学の研究課題と方法を追究する。

的 俵 麻紀 １．医療機関から退院する高齢者と家族が抱える問題

宮本 美佐 の特徴を理解し、高齢者の自立支援に関する文献を

機 寿 探索し看護介入の方法を検討する。

２．在宅高齢者および施設居住高齢者の生活の質（Ｑ

能 ＯＬ）維持向上に関する文献を探索し、長寿看護学

看 の研究課題と方法を探究する。

看 長寿看護学 佐藤 鈴子 長寿看護学特論Ⅰ、Ⅱ、演習Ⅰの履修を前提に健康長

演習Ⅱ 林 稚佳子 寿の延伸、要介護高齢者の QOL 向上に向けた看護研究

護 護 俵 麻紀 に関する文献講読を行い、長寿看護学の研究課題と研

宮本 美佐 究方法を探究する。

学 (1)入院中の高齢者を対象とした看護研究

学 (2)在宅看護、在宅介護に関する看護研究

領 (3)高齢者の健康維持・増進に関する看護研究

長寿看護学 佐藤 鈴子 長寿看護学分野の研究課程論文を作成するため、課

域 特別研究 濱本 洋子 題の抽出、研究計画、実施、論文作成を一貫して学習

林 稚佳子 する。さらに研究成果の効果的なプレゼンテーション

俵 麻紀 方法を学ぶ。
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